





























































































昨年出ました 100 年後，2115 年の中位推計の将来人口推計値は 5,050 万人
です。現在の日本の人口，これは皆さんご存知でしょう，一億二千数百万人。
ですから数字を丸めますと，1 億 2,000 万人の人口が 100 年後には 7,000 万
人減って 5,000 万人になる。
ちなみに現在 2018 年ですが，100 年前というのは 1918 年，大正 7 年です。
第一次世界大戦が終わった年，ロシア革命の翌年。100 年前，大正 7 年頃の日
本の人口はおよそ 5,000 万人でした。
ですから 100 年前，大正の頃の日本の人口 5,000 万人から，100 年かけて
日本の人口は 7,000 万人増えて現在 1 億 2,000 万人となったのが，これから
21 世紀 100 年かけて，元のというのも変な表現ですが，5,000 万人まで減っ
ていくというわけです。これが日本の人口動態です。






























































































現在の 40 代の人たちにはそういう人が非常に多いといわれています。40 代
の人たちが「失われた世代」のような形になっているといわれています。この，
現在 40 代の人たちは，団塊ジュニアの世代でもあります。団塊世代というの




























































































間違っているというようなことを言います。なかには，Thomas Piketty is no












数は，0 と 1 の間の値をとり，非常に不平等，いちばん究極の不平等の場合に






















































































































































とおり，1 千万の借金は今の物価水準を所与としての 1 千万の借金なのですが，
物価が 1/2 になり，自分の給料もすべて 1/2 になったら今の物価でいう 2 千
万の借金をしているのと同じことになってしまいます。何年分の給料で 1 千

















1930 年代の 2 年くらいで物価が半分以下に落ちるというようなものではなく，
せいぜいマイナス 1％くらいのデフレです。つまりは 100 円のものが 1 年経
つと 99 円になっているというデフレです。これで経済がひっくり返るという
ことはない，というのが私の考えです。










































































図表 6 過去 30 年の実績
【資料】 1：実質経済成長率は、「2015(平成 27)年度国民経済計算(2011 年基準・2008SNA)」及び「201ò(平成 2ó)年度国民経済計算(2005 年基準・1993SNA)｣(内閣府）
2：潜在成長率とその寄与は、2017 年 ò ─ ó 月期四半期別 GDP 速報（1 次速報値）ベースの内閣府推計。























がマイナス 0.5％で減っていきますと，1 人あたりの所得に直すと，1 人あた
りですと人口で割り算するわけで分母のほうにいきますから，人口が減ってい
くということは 1 人あたりの所得でみればプラス材料となり，分子のＧＤＰ
がプラス 1.5％，分母の人口がマイナス 0.5％で減っていくので，1 人あたり
の所得はプラス 2％で増えていきます。プラス 2％で成長するものは，35 年で
倍になります。これは算術です。ということは，今 30 歳の人の生涯所得は，




私が今 30 歳の人といったのを，今 20 歳の人の生涯所得は団塊世代の倍にな
ると言い換えればよいのです。
いずれにしても今の若い人たちは，ややもすると団塊の世代より絶対的に貧
しくなるのではないかというイメージを持っている人たちが多いようですが，
私からするとそれはありえない。今の若い人たちの生涯所得は，間違いなく団
塊世代の 2 倍にはなると思います。
閉塞感に満ちた日本の社会を考えるうえで，私が今言ったことは非常に重要
なポイントです。私も若い学生に接する機会がたくさんあるわけですが，みん
な納得した顔をしません。何をこの人は 1 人で楽観的なことを平気でいって
いるのかという，そういう感じなのですが，でもそれは若い人たちが生涯所得
が 2 倍になるメカニズムを理解していないからです。彼らはすでに，今この
部屋にも若い人たちがたくさんいますが，その生涯所得の高さの片鱗をすでに
経験しています。
ここにいらっしゃる，私あるいは私より少し人生の先輩の方々，若い頃の喫
茶店を思い出してください。それと今の若い人たちのスターバックス，その違
いですよ。われわれの若い頃は日本ではスパゲッティといえばミートソースと
ナポリタンの 2 種類しかなかったのです。今の若い人たちはパスタと呼んで，
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ありとあらゆるパスタをイタリアンといって食べていて，それを当たり前だと
思っている。すでにそこに彼らの生涯所得の高さが出てきています。
もちろん私が語っているのは経済的な豊かさです。「真の豊かさ」や
happiness ということになれば，もちろんそれは全く別の話です。お金を手に
してもそれが happiness にどれだけ結びつくか，それは保証の限りではありま
せん。それは若い人たちが考えることだと私は思います。
しかしお金，狭い意味での経済的な価値ということに関して，今の 20 代の
人たちの生涯所得が団塊世代の 2 倍にならないということはありえないと私
は考えています。
もう時間がありませんが，世界で人口が減っている国はたくさんあります。
いろいろな国がありますが，注目したいのはドイツです。ご存知の方もいらっ
しゃるでしょうが，ドイツは日本と並ぶ超人口減少大国です。数年前，私はベ
ルリンの会議に出席する機会があったのですが，ドイツでも人口減少は問題と
されています。ただ，だからドイツ経済はだめという役人，経営者，学者，ド
イツ人はいませんでした。30 人くらいいましたが，みんなどういう感じかと
いうと，みんな上を向いているのですよ。ドイツ経済は強い。なぜ強いのかと
聞くと，私からみるときわめてまっとうな答が返ってきました。ドイツでは人
口が減っていく，それは確かに問題だが，ドイツ経済を支えるのはイノベーシ
ョンであり，ドイツのイノベーションの力は世界の先頭にあり，その潜在的な
力も衰えていないと自分たちは考えている。これが答えでした。要するに，イ
ノベーションこそが経済の切り札だということです。
どうもご静聴ありがとうございました。
本稿は私立大学研究ブランディング事業「持続可能な相互包摂型社会の実現に向けた世界的
グローカル研究拠点の確立と推進」の成果の一部である。
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